
　　　　　　メチルスチレンの分屏度試験成績鞭告書

士　試験期間　　昭和52年1f月｛日＾融和55孕2月24日

z試料名　メチルメチレン（嬬一丈一82）

　＆）構造式，分子式
　　　　　　CH3－C＝CH2　c，且1。

　　　　　　　　φ

　b）　性　状　　外競：無色透明液体　　沸点（℃）：1“5’》1億5

　　　　　　　　　縄度（づ）：9％2　　比■：α915

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資着による）

lliilliil一…・分節一

　　　聯横度：100皿皿汚泥濃虞：30”直試験期間＝2週間

　蕊1　試験装置

　　　　　酸葉消費量自動測定機（揮敷盤物質用ク一口メ一夕ー）

　義2　酸素消費量測定

　　　　　義1の記録による

　ユ5　生分僻賦験綾の直接定量岳

　　傷）使用分析機器

　　　　　　ガスノロマトグラフ　検出器　：PID

ξ　試験方法及び乗件

　①）　分析試料。蘭処理　　　　　　　　　　　　『一　・一、

　　　　　　『憲…

　　　　　　　　　　。5σ0コ1分液ロートに移し分被

　　　　　　　　　　●ろ遇（1ア召）

　　　　　　　　　　・マ00皿1に定容

　　　　　　　　亜型

（c）分析乗倖

　　ガスクロマトノラフ（σC）検出器FID’

　　　キャリアガス　　　恥

　　　充てん剤　56デ桝500ノグロモシ厄ノ▼

　　　ガラスカラム　　　2鳳声×2】監

　　　カラム量産　　　 75rC

4　試験結果

分解度（多） 付　　図 付　　表

酸素梢費量による結果 o 1
一

σC　による結果 （一）巌 2 1

巌：負の値を得プヒので（一）とした．
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試科の採取

　試料tマイクロシリyジにて55〆1分取し、水及ぴ墓石

培養鞍500量1に各々巌加し戴．

　　　　　（55x巳”5躍5“コ9）

グーロメーターヘの・セフト状況

状　　　　況 翼

仕込時 試着は油膚となウて浮いていプヒ 一

造　　　中 同　　　上 一

終了時 同　　　上 一

以 上


